
 

 

 

1 日（月） 生徒会専門委員会 須加野活動 

24 日（火） 更衣移行期間（～12 日） 

2 日（火） 部活動体験（小中連携）  

3 日（水） 学級役員選出  

6 日（土） 県選抜大会（ソフトテニス）  

8 日（月） 体育の日 

10 日（月） 都道府県対抗一次選考会（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）  

11 日（木） 全校合唱リハーサル  

13 日（土） 登校日 

 

 

 

 

 

 

 

 

剱岳登山の思い出 

                                 ３学年主任 山本 智子  

私が中学３年生の夏休み、父に連れられて、家族５人で剱岳（つるぎだけ）に登ることになりま

した。剱岳は、立山連峰にある標高 2,999m の山。日本百名山にも指定されていて、多くの登山者の

憧れの山です。その一方で、鎖場やハシゴのルートが多く、「カニノヨコバイ」「カニノタテバイ」

といわれる鎖場は、一歩踏み外せば命の危険が伴う難所として知られる、難易度の高い山です。 

私の父は、学生時代には立山の剱沢にある山小屋の仕事や山岳ガイドのアルバイトをして、学費

や生活費を稼いでいたそうです。そのころは、まだ登山道が整っていなかったこと。山頂の社をつ

くる材木を運ぶ手伝いをしたこと。山小屋でいろんな人と知り合ったこと。山岳事故の捜索を手伝

ったこと。剱岳にかかわる話は、父からよく聞かされていました。そんな深い思い入れがある剱岳

の景色を、家族にも見せたいというのが、かねてからの父の思いでした。 

剱沢小屋に一泊し、山頂へと向かうことになりました。いくつかの峠を越え、いよいよ難所の多

いところに来ました。鎖につかまり、なんとか乗り越えるとまた次の難所が続きます。何度か立山

登山も経験していた私でしたが、それまで経験した登山とは比べものにならないつらさや怖さを感

じました。もっとも怖かったのは、岩場にはりつくようにして登らなければならない「カニノタテ

バイ」の方でした。鎖が不安定で、怖くて、私の前を行く父が手を引いてくれるのを期待して見上

げました。でも、甘えた気持ちを見透かしたかのように「誰も助けてくれんよ」と自力で登るよう

に促されました。父に見守られつつ、その後も続く難所を、泣きそうになりながら登り、どうにか

頂上までたどり着くことができました。山頂で記念写真を撮りましたが、うれしさや爽快感という

よりは、登ってきた分、また険しい道のりを下らなければならないという恐怖の方が大きく、複雑

な表情の私が写っていました。なんとか下山して、山の全貌を見上げて初めて、やり遂げたという

大きな達成感を得ることができました。 

父は、遊園地やお祭りの人混みを嫌がり、ほとんど連れて行ってくれませんでした。でも、登っ

た人にしか味わえない山の空気や景色、鎖場を進む時の怖い思いなど、どんなレジャー施設で味わ

う楽しさやスリルにも勝る経験をさせてくれたと思います。そして、だれかに助けてもらえること

を待つのでは無く、自力で乗り越えようとする強い気持ちをもつこと、自力で乗り越えたからこそ

得られる達成感があるということを、登山という形で教えてくれたのかもしれません。 
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14 日（日） 学習発表会  

15 日（月） 繰替休業日  

16 日（火） 中間考査期間  部停止（～18 日） 

16 日（火） 繰替休業日  

17 日（水） 県中教研大会のため給食後放課 

18 日（木） 中間考査（～19 日） 

26 日（金） 生徒総会    

27 日（土） 市中文祭  

26 日（水） 市運動部リーダー研修会 

29 日（月） 小中合同避難訓練  

30 日（火） 学校訪問研修のため給食後放課 

31 日（水） 市計算コンテスト  

 

 
10 月 1 日から部活動終了が 17:30 になります。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高岡地区新人大会 

 ソフトテニス 団体３位 → １０月６日の県選抜大会出場  

 （山﨑史恩、杉本楓弥、多賀敏文、林颯太、石田奏斗） 

個人３位 杉本楓弥・山﨑史恩 組 

 

 バドミントン 団体３位 

        （和田彩花、磯部百々花、牧野陽香、笹島和奏、前田彩那）  

 

 学校林の作業や地域の方の話を聞く中で、

このまま外国からの輸入木材に頼ってばかり

ではなく、国内の木材も使用していくことが

大切だと思いました。地球温暖化が進んでい

る現代では、木の伐採はあまりよくないこと

なのだと思っていましたが、国内の木材を使

うことで、環境保全などの面でメリットが多

いことが分かりました。    

 学校林保守管理作業は、高岡では国吉でし

か行っておらずとても貴重な体験ができた

と思います。学校林は、何十年も生徒や地域

の方々で守られているので、これからもこの

作業を続けていってほしいです。僕も国吉中

を卒業してもボランティアとして学校林を

守っていきたいです。    

 

男子３位 竹澤 咲人 

女子４位 笹島 和奏     

  ５位 立浪瑚々奈 

友好７区 

立浪 陸翔 

友好９区 

多賀 敏文 

 

男子３区 橋馬康平 男子５区 平野 鷲里 女子３区 笹島和奏 


